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　寺井建設株式会社︵寺井範男代
表取締役︶から寄付をいただきま

した。
　本年で16回目となるご厚志は、図書購入の
財源として活用させていただきます。

　多年にわたり地
域産業の振興に貢

献し、その功績が顕著な方を表
彰する北海道産業貢献賞の伝達
式が野付漁業協同組合で行わ
れ、本町から安達浩司さんが受
賞されました。
　安達さんは昭和54年に野付
漁業協同組合に奉職以来、指導
部、信用部を歴任し、平成27
年からは参事を務めており、長
年にわたり漁協経営の基盤強
化、各種漁業の発展、これまで
の地域漁業の歴史を踏襲した共
同漁業権漁業の管理に尽力されました。
　さらに、平成26年には外海天然ほたて貝桁網漁業におい
て、共同経営体を拡充し、外海ウニ漁場でのほたて貝桁網漁
業においても、平成27年から準振興会方式（プール制）を
導入することにより、漁業所得均衡の実現に貢献されました。
　安達さんは現在も野付漁業協同組合の要職に就かれご活躍
されています。

切手の寄付を頂きました

寄付をいただきました

　根室郵便局長会から切手の寄付を頂き
ました。

　この切手は、日本郵便北海
道支社が疫病を鎮めるご利益
があるといわれる妖怪「アマ
ビエ」を描いたオリジナルフ
レーム切手で、イラストは道
内郵便局員等がデザインした
ものとなっています。
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　尾岱沼在住の元別海消防団副団長
福嶋正さん︵73歳︶が令和２年秋の叙勲

︵瑞宝単光章︶を受章し、役場応接室で町長から伝達さ
れました。
　福嶋さんは昭和48年から平成28年までの43年間職
責を果たされ、平成４年からは別海消防団第３分団長、
平成15年からは別海消防団副団長として団員の指導
教育、技術の向上、訓練の充実を図り、地域防災に尽
力されました。

令和２年秋の叙勲の伝達が行われました

安達浩司さんが北海道産業貢献賞を受賞

　町内在住で90歳を迎える方を祝う ｢別海町長寿賞｣ が我孫子好則さん（昭和
５年12月１日・別海）、藤本トシさん（昭和５年12月３日・上春別）、宇居アキ子
さん（昭和５年12月10日・ 別海）、眞部昭子さん（昭和５年12月15日・ 西
春別駅前）、大河原ミツノさん（昭和５年12月27日・ 奥行）に贈られました。

※新型コロナウイルス感染予防のため、当分の間、写真撮影は取り止めています。
※   承諾された方のみ氏名を掲載

しています。
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　別海町では、平成22年度から就学時歯科健診でむし
歯のなかったお子さんを「５歳児いい歯の子」として
表彰しています。

　本年度は、健診を受けた112名のうち65名（58.0％）のお子さんが「５歳児いい歯の子」表彰対象者となり
ました。
　むし歯が１本もなかったお子さんは次の方々です。（敬称略　希望者のみ掲載）

「別海ミルク王国」が保育園と幼稚園訪問チャレンジスクール学習会

令和２年度 「５歳児いい歯の子」表彰

東公民館家庭教育学級

　本年も「別海ミルク王国」が、牛乳乳
製品消費拡大事業の一環として町内の全

保育園と幼稚園を訪問しました。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、職員が
国王に代わり、べつかいのヨーグルトやプレゼントを
手渡すと、園児たちは笑顔で受け取っていました。

　東公民館の少年事業「チャレンジスク
ール」の学習会として「キンボール体験」

を実施しました。
　普段、目にすることがない巨大なボールに目を輝か
せ、コートにボールを落とさないようにチームで連携
している様子が見られました。

　東公民館の家庭教育学級として「給食メ
ニューを作ってみよう」をテーマに午前中

に洋食、午後から和食の調理実習を実施しました。
　それぞれのメニューの中に含まれる栄養により貧血予
防や便秘解消などの効果があることや、給食を作る際に
時間がたっても味が落ちないようにする工夫などさまざ
まな説明があり、一生懸命メモを取っている様子が見ら
れました。
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